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　【学内活動】
（学内職歴を含む）

予算委員、企画委員、人事委員、認定心理士申請委員、臨床心理クリニック運営委員、
地域臨床研究会責任者、臨床心理クリニック相談員、学生相談員、

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・人間論Ⅱ（添削）通信教育部担当科目

授業科目

学部担当科目

・発達心理学Ⅰ（前期）
・発達心理学Ⅱ（後期）
・臨床心理学基礎実習（前期・後期）
・発達臨床心理学（後期）
・心理アセスメント実習（前期）
・臨床心理学演習Ⅰ・Ⅲ（前期）、Ⅱ・Ⅳ（後期）

　【研究上の特記事項】
臨床心理学は実践の学問であるため、理論と臨床をつなぐことを研究の視点として重視
している。学内をはじめ、多方面、他職種との連携を強め、現場の実践を重視して実証
的な研究をすすめたい。

地域支援活動や他機関との連携実践をおこなうことで、臨床現場の実状・実践の具体的
内容について授業に取り入れるようにしている。　学生には、ボランティア活動や施設
見学を通して社会的状況を理解する機会を提供している。　大学院生及び修了生に対し
て、臨床心理クリニックにて教員・相談員とともにケースカンファレンスを定期的に実
施し、臨床実践支援を行った。

日本マカトン協会ＲＥＰ、特別支援教育巡回相談員（滋賀県・守山市・野洲市）、長浜
市就学指導委員会委員、長浜市就学前特別支援検討委員会委員、滋賀県言語聴覚士会監
事、滋賀県スクールカウンセラー、滋賀県バウム検査勉強会事務局、児童養護施設京都
聖嬰会苦情解決委員会第三者委員、聖徳園苦情解決委員会第三者委員
＜講師等＞
･「言語発達のみちすじ」守山市ことばの教室運営協議会主催研修会
･「サインを用いたコミュニケーション」近江八幡市子ども発達支援センター主催研修
会
･「集団生活における気になる子どもへの関りについて」湖東広域衛生管理組合愛犬つ
くし教室主催保幼研修会
･「言語発達―前言語期から獲得期を中心に―」守山市幼稚園教員全体研修会
･「新版K式発達検査からみえる自閉症スペクトラム障害の特性」京都国際社会福祉セン
ター主催　新版K式発達検査（中級）講習会
･「幼児期のことばの発達」　野洲市発達支援センター主催研修会
･「マカトン法　基礎Ⅰ、基礎Ⅱ、アドバンス」　日本マカトン協会主催　ワーク
ショップ
･「傾聴のこころと技術」　傾聴ボランティア「なら」研修会
･近江八幡市就学前発達支援体制整備のための研修会　事例検討会
･守山市発達支援センター　療育指導とケース検討会
･奈良県平群町教育委員会主催　第1回保護者のつどい　　アドバイザー
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発達臨床心理学　　特に障害がある子どもへの発達支援
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取得学位

日本発達心理学会、日本心理臨床学会、日本児童青年精神医学会、日本コミュニケー
ション障害学会、日本特殊教育学会、日本ＬＤ学会、日本子ども虐待防止学会

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・学校臨床心理学特論（後期）
・発達心理学特論（前期）
・臨床心理学特論Ⅰ（前期）
・臨床心理学演習Ⅰ・Ⅲ（前期）、Ⅱ・Ⅳ（後期）
・臨床心理基礎実習（通年）

言語発達障害におけるマカトン法の活用について
新版Ｋ式発達検査の臨床的活用について
幼児および発達障害児の人物画と鉄棒にぶら下がった描画について
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①新版K式発達検査結果にお
ける個人内差検討のための
分析・表記方法について

①コミュニケーション障害
におけるマカトン法の活用
について

K式発達検査の得意・不得意の個人
内差が明確になるような「K式結果
分析表」を考案した。これは、経年
的変化をみる上で特に有効であっ
た。また、この方法で自閉症に共通
して通過しやすい、または通過しに
くい傾向のある項目を見出た。
p.109-124

2017年3月
奈良大学紀要
第45号

①人との関係に問題をもつ
子どもたち
「4,5歳児クラス幼児の自分
を描いた絵～人物画と鉄棒
にぶら下がっている絵につ
いて」

2017年1月
『発達』　Ｖｏｌ．
149　ミネルヴァ書
房

グッドイナフ人物画知能検査を幼稚
園児594名に実施し、各項目の通過
率を調べた。標準化時より低い項目
がみられた。鉄棒にぶら下がったと
ころを描いた絵では、腕が頭からつ
いていたり、体幹と離れたりと、鉄
棒という抵抗があることで、身体像
が崩れてしまうことがみられた。
ｐ．86-93

企画主旨；AACの一つであるマカト
ン法の特徴・有効性について紹介す
る。　　　　　　話題提供；マカト
ン法適用事例にみられたコミュニ
ケーション等における効果につい
て、報告した。

（その他）

臨床発達心理士全国
大会　実践セミナー
B

2016年9月


